
 

 

 

 

 

 

  ｂｒａｓｓ、ｃｏｐｐｅｒ方位に関する極点図範囲の影響 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの場合 

  

 Brass,copper の完全極点図{111},{100},{110}を作成し、極点図の範囲が ODF 解析結果に及ぼす結果を 

 確認した。 

 

 

   

  StanadardODF はα範囲が０－＞６０度以上、 

  極点図の中心が欠けたり、複数の入力極点図の範囲が異なっていたり、α範囲が６０度以下は 

  解析出来ません。 

 

  元々、の入力ＯＤＦのＭａｘ密度は２７．８８であるが、 

級数展開法では、Ｍａｘが落ちる傾向がある。 

  Brass,copper の極点図{111},{100},{110}をα範囲６０度以上確保出来れば 

  ほぼ、同様の結果が得られる。 

 

 

 

 

    ２０１１０年１２月０３日 

     ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ 

 

 

 

 



方法、 

 ＬａｂｏＴｅｘで結晶方位を作成、極点図をＥｘｐｏｒｔして、ＰＦｔｏＯＤＦで 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦへの極点図α範囲の制限を行い、ＳｔａｎｄａｒａｄＯＤＦの 

ＯＤＦ解析結果を比較する。 

    

ＬａｂｏＴｅｘの結晶方位は、ｂｒａｓｓ，ｃｏｐｐｅｒ １０％とする。 

その他が８０％で、Ｍｉｎレベルに反映される。 

 

 

 

ＰＦｔｏＯＤＦ３に入力するために、ＴＸＴ２フォーマットに変換 

 

このＴＸＴ２フォーマットデータは完全極点図である。 



 

０－９０ゼロ密度しきい値０．３              ゼロ密度しきい値０．０１ 

   

 

しきい値１．０ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

０－８５ ゼロ密度しきい値０．３              ゼロ密度しきい値０．０１ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

０－８０ ゼロ密度しきい値０．３              ゼロ密度しきい値０．０１ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

０－７５ ゼロ密度しきい値０．３              ゼロ密度しきい値０．０１ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

０－７０ゼロ密度しきい値０．３              ゼロ密度しきい値０．０１ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

０－６５ゼロ密度しきい値０．３              ゼロ密度しきい値０．０１ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

０－６０ ゼロ密度しきい値０．３              ゼロ密度しきい値０．０１ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０－５５ 

ＳｔａｎｄａｒａｄＯＤＦではα範囲は６０度以上でないと計算出来ない。 

 


